
全員アクティビティ 汗して奉仕活動 市民とともに菅生川をきれいにしました。 

２010年９月12日(日) 午前6時00分～午前７時00分 岡崎市 菅生川南岸 市民とともに草刈奉仕活動をしました。 

                                                環境保全委員会（委員長L.池内史人） 

    OKAZAKI TATSUKI LIONS CLUB 
合同会報誌9月号 

2010-2011第３号 

目次： 

汗して奉仕活動 市民とともに 1 

9.18 2010第1回献血キャンペーン 2 

教育文化賞 その歴史について 2 

第908回地区役員訪問例会 3 

第909回例会 3 

  
  

 岡崎竜城ライオンズクラブ http://www.lctatsuki.com 

菅生川を美しくする会主催による、菅生川川岸一斉清掃が今年も行われました。  

天候は薄曇、早朝ということもあって、陽射しもやさしく清清しい朝でした。  

今年の参加者は、主催者発表で2300名とのことでした。 

早朝6時から2300人もの人達が、この場に集い、奉仕活動に参加しているという事実。  

私は、あらためて一人のボランティアとして、協働することを体感しました。 

 

時代とともに活動の意義が変化することは、必然であると思います。 

昭和４１年から続くこの活動が、また新たな価値を生みだすことに期待をします。 

                                              

●参考：市民活動団体ガイドブック《平成22年度版》 

菅生川を美しくする会 

代表者  ：富田 征也 氏 

活動内容：菅生川の一斉清掃、役員会、常任理事会、総会、河川パトロールを 

行っています。本会は梅園、根石、連尺、六名、三島、竜美丘学区の 

住民で組織しています。次の世代に清らかな流れをスローガンに菅生川 

流域住民の地域の連帯感をたかめ、川に清い流れを返すとともに、 

清い流れを失うことのないよう積極的に市民活動を展開しています。  

(市民活動団体ガイドブック《平成22年度版》より抜粋) 

●参考：愛知県環境学習基本方針 

http://kankyojoho.pref.aichi.jp/DownLoad/DownLoad/kankyogakus%EF%BD%88u.pdf 

 

●参考：愛知県「水循環再生基本構想」 

    http://kankyojoho.pref.aichi.jp/mizujunkan/chiki/pdf/keikaku_nishi2.pdf 

第38回 教育文化賞授賞式 2010年11月13日(土)開催 
 

 

 教育文化賞は、今年で38回目を迎えます。 

 岡崎市の教育文化に貢献のあった個人および団体に、 

 その功績を称え贈られる賞です。 

 今年も公募を8月20日に締め切り、授賞者の選考が行われ 

 ております。 

http://kankyojoho.pref.aichi.jp/DownLoad/DownLoad/kankyogakus%EF%BD%88u.pdf
http://kankyojoho.pref.aichi.jp/mizujunkan/chiki/pdf/keikaku_nishi2.pdf


第１回 献血キャンペーン 2010年9月18日(土) 

教育文化賞は、岡崎竜城ライオンズクラブ発足以来の継続アクティビティです。 

毎年、文化の日に因んで、11月に岡崎市の教育文化に貢献した個人と団体に対し、 

その功績を称え表彰を行ってきました。 

 

今年も、公募による申請が8月 

20日に締め切られ、厳正なる選考

が行われております。 

11月13日には、岡崎市・岡崎市 

教育委員会・岡崎竜城ライオンズ

クラブによる 第38回教育文化賞 

授賞式が開催されます。 

 

長い月日と伴に開催の形態にも 

変遷はありましたが、38回目を 

迎える意味は非常に大きいもの 

だと感じております。 
 

午前10時を過ぎると陽射しも強くなり、店舗入口に設置させていただいた受付付近も暑くなってきました。 

来店者に献血への協力を呼びかける、わがクラブ会員も汗しながらの活動となりました。 

献血にご協力いただいた人達にも、献血車の前の椅子に座って待っていただく間、 

辛抱を強いることになりました。 

暑い日の献血は、体への負担が大きいので、献血の際には、担当者から、めまいや気分が悪くなったときは、 

すぐに座って休息をとることや、普段よりも多目に水分補給をすることなどの説明がありました。 

献血にご協力いただきましたみなさん、ほんとうにありがとうがとうございました。 

おかげをもちまして午後4時までには、本日の目標80名が達成できました。 
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教育文化賞 その歴史について  2010年 11月 13日 第 38回教育文化賞授賞式 開催 

日時：2010年9月18日(土)午前10時～午後4時 場所：岡崎市上和田町单天白5-1 エルエルタウン駐車場        

担当：四献アイヘルス保健委員会 (委員長L.大竹いつき) 

クラブ会報紙 たつき 第2号 1975年 3月発行 紙面からの抜粋 



第907回地区役員訪問例会 2010年9月8日 午後12時30分～ 定例会場 

第908回例会  2010年9月22日 午後12時30分～ 定例会場 

2010年9月8日開始１時間前の午前11時32分、岡崎市に 

大雨警報と洪水警報が出されました。 

例会場周辺の天候は雨でしたが、警報を意識するほどの 

ものではありませんでした。 

本日は、地区役員のご参会を仰いでの第907回地区役員 

訪問例会でありましたが、気象による道路事情もあり、 

ご出席予定をいただいておりました地区役員のみなさんに 

とっては不測の事態となり、混沌とした例会の幕開けと 

なりました。 

2010-2011 4R.1Z.ゾーンチェアパーソンL.伊奈麻古登 

（岡崎葵LC所属）のご挨拶を頂戴しました。 

趣旨は、会員増強とLCIF基金への協力でありました。 

引き続き、４R.1Z. MERL委員長 L.神谷惣市（豊田加茂 

LC所属）より、経済状況に負けない時代適合性をもって 

会員増強を推し進めたい。各クラブにおいては、準増１名 

を確保して欲しいという要望が出されました。 

115名の退会者を出した汚名返上に努める強い意志を表明 

されました。 

幹事報告に続き、環境保全委員会より、9月12日の 

菅生川草刈一斉清掃に関する確認と全員参加のお願い 

がありました。 

四献アイヘルス保険委員会より9月18日(土)開催の 

献血キャンペーンの確認とお願いがありました。 

計画委員会より10月15日(金)第910回会員親睦例会の 

案内がありました。 

 

例会終了後には気象に関する警報もすべて解除され、 

地区役員のみなさんの帰路にも大きな支障もないようで 

安心を致しました。 

編集後記 
 菅生川の一斉清掃活動や11月開催の教育文化賞など、長い歴史をもった 

 アクティビティは、貴重だと思います。アクティビティの意義が時代に 

 どのように呼応したのかを検証することで、私たちの変化の必要性を知 

 る糸口がみつかります。継続アクティビティを、新鮮味に欠けるという 

 短絡的な判断や、クラブのイメージチェンジの手段として廃止すること 

 には、大いに疑問を持ちます。 

 私たちは、アクティビティの成果に学び、次へのアクションに生かす 

 ことで、社会へのより明確な提言が可能になるのではないでしょうか。 

 その結果としてLionismの浸透を図ることに繋がると思います。 
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環境保全委員会 

L.池内 委員長 

四献アイヘルス保健委員会 

L.大竹 委員長 

特別事業のシンポジウムの司会を務めたL.市川 勇によるライオンズロアの一声 

2010-2011 4R1Z ゾーンチェアパーソンL.伊奈 からの挨拶 

卓話講師に西川氏 演題「知的障害者の子供たちのために」 

無私、という言葉はもう死語となったのではないかと思うことがあります。 

強い者が弱いものを守ったり。富める者が貧しい者へ施したり。 

そしてそれらに見返りを求めないこと。 

普遍の価値が、時間の経過とともに意味を持たなくなったのか？ 

 

人の品位は、発想の起点にあるのではないでしょうか。 

自分だけ満足できても、周りが不満で満ちていたら、気持ちが落ち着かない。 

自分が満足を知らなければ、周りの不満が見えてこない。 

幼い頃、自然に降り注がれた親の愛情を経験した人。 

悩んだときに、傍らで話を聞いてもらった経験がある人。 

そんな経験は、人の品位の醸成に大いに関わっているのだと思います。 

 

西川氏は、ご自身のお孫さんが自閉症であることをお話しになられました。 

氏が、障がいを持ったお子さん達の親の集まりの中で、さまざまな心の 

うつろいを経験した、というお話しをされました。 

息子さんから「お母さんは古い」という言葉を投げられ、ご自身の行動を 

奮い立たせた、というお話しでは、人の関わりで大切なものが、時代とともに 

変化することがあるのだろうか、私自身も一緒に考え込んでしまいました。 

西川氏は、障がいを持った人が、私たち健常者と垣根を設けず自然体で 

振れ合える環境をつくりたいと夢を語られました。 

ひとつの具体的な夢は、障がいを持つ子供達のための職業訓練施設をつくり 

たいということです。 

今、その夢に向かって取り組まれておられるようです。 

最後に、100年前の藍染の唐草文様の端切れを見せてくださいました。 

唐草文様は、絡み付いて決して離れないという謂れがあることを教えて 

くださり、ご自身の信念を唐草文様に託してお話しを締めくくられました。 

 

障害者を障がい者と表記することがあります。 

この記事中にも用いてみました。誰のための気配りしょうか？ 

そもそも障害者という言葉を用いる必要性は、健常者と区別するためです。 

自然体でふれあう環境を阻害する垣根は、既に色んなところに存在します。 

私たちは、もっと大きく目を見開いて、現実を見てみましょう。 

 

ライオンズクラブの活動に参画することは、心を磨くきっかけだと思います。 

大いに研鑽を積んで、誇りを持って生きたいものです。 

 

                           文責：川澄 薫 

  

 

 

 

 

卓話講師 西川氏  

ライオンズ・ローア L.柴田龍治 80歳代表でローア一声。 

これからもご指導のほどよろしくお願い致します。。 


